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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/14    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/501   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4545  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 491/056   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 498/04    １１２　
   Ｃ０７Ｄ 409/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １３７　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年7月8日(2013.7.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された、２つの隣接するラジカルはまた、一緒になっ
てＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮ
Ｈ－Ｎ＝ＣＨをも示し、
Ｒ５は、ＡまたはＨを示し、
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルはまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示す。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルはまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示し、
Ｈａｌは、好ましくはＦ、ＣｌまたはＢｒ、しかしまたＩ、特に好ましくはＦまたはＣｌ
を示す。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルはまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示し；
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００８１】
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルはまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示し；
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７は、各々、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、Ａ、ＯＡ、ＳＯ２Ｎ（
Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＨｅｔ、ＣＯ－Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］

ｎＨｅｔ、Ｃ（Ｒ５）（ＯＲ５）Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎ

ＯＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ５）２、［Ｃ
（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［
Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔまたは［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮＲ５

ＣＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒを示し、
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルはまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示し、
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　式Ｉ
【化１】

式中、
Ｒ１は、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有する単環式の、または二環式の飽和
、不飽和または芳香族複素環を示し、それは、非置換であるか、またはＨａｌ、Ａ、ＯＲ
５、ＳＲ５、ＮＯ２、ＣＮ、ＮＲ５ＣＯＡ、ＮＲ５ＳＯ２Ａ、ＳＯ２Ｎ（Ｒ５）２、Ｓ（
Ｏ）ｍＡ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ５）２、［Ｃ
（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ
（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯ－Ｈｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５
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）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（
Ｒ５）２、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、ＮＲ５ＣＯＯＡ、ＮＲ５ＣＯＮ（Ｒ５）２、Ｎ
Ｒ５ＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＮＲ５ＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１

、ＮＲ５ＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＮＲ５ＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２

］ｎＨｅｔ１、ＯＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＯＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５

）２］ｎＨｅｔ１、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ
５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＣＨＯ、ＣＯＡ、＝Ｓ、＝ＮＨ、＝ＮＡおよび／または＝Ｏ（
カルボニル酸素）によって単置換もしくは二置換されていてもよく、
Ｙは、互いに独立してＮまたはＣを示し、ここで最大２つのＹが、Ｎを示してもよく、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７は、各々、互いに独立してＨ、Ｈａｌ、Ａ、ＯＡ、ＳＲ５、ＮＯ

２、ＣＮ、ＮＲ５ＣＯＡ、ＮＲ５ＳＯ２Ａ、ＳＯ２Ｎ（Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＡ、Ｓ（Ｏ
）ｍＨｅｔ、ＣＯ－Ａｒ、ＣＯ－Ｈｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎ

Ｈｅｔ、Ｃ（Ｒ５）（ＯＲ５）Ａｒ、Ｃ（Ｒ５）（ＯＲ５）Ｈｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎ

ＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎ

Ｎ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、
［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５

［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（
Ｒ５）２］ｎＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮＲ５ＣＯ［Ｃ（Ｒ
５）２］ｎＡｒまたは［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮＲ５ＣＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔを示し、
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７は存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７は存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された、２つの隣接するラジカルはまた、一緒になっ
てＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮ
Ｈ－Ｎ＝ＣＨをも示し、
Ｒ５は、ＡまたはＨを示し、
Ａは、１～１０個のＣ原子を有する非分枝状または分枝状アルキルを示し、ここで１～７
個のＨ原子は、Ｆによって置き換えられていてもよく、かつ／またはここで、１つまたは
２つのＣＨ２基は、Ｏ、Ｓ、ＮＲ５によって、および／またはＣＨ＝ＣＨ基によって置き
換えられていてもよく、
あるいは３～７個のＣ原子を有する環状アルキルを示し、
Ａｒは、フェニル、ナフチルまたはビフェニルを示し、その各々は、非置換であるか、ま
たはＨａｌ、Ａ、ＯＲ５、Ｎ（Ｒ５）２、ＳＲ５、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯＯＲ５、ＣＯＮ（
Ｒ５）２、ＮＲ５ＣＯＡ、ＮＲ５ＳＯ２Ａ、ＳＯ２Ｎ（Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＡ、ＣＯ－
Ｈｅｔ１、Ｈｅｔ１、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ
１、ＮＨＣＯＯＡ、ＮＨＣＯＮ（Ｒ５）２、ＮＨＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２

、ＮＨＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１、ＮＨＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）

２、ＮＨＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１、ＯＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５

）２、ＯＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１および／もしくはＣＯＡによって単置換、
二置換もしくは三置換されており、
Ｈｅｔは、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有する単環式の、または二環式の飽
和、不飽和または芳香族複素環を示し、それは、非置換であるか、またはＨａｌ、Ａ、Ｏ
Ｒ５、Ｎ（Ｒ５）２、ＳＲ５、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯＯＲ５、ＣＯＮ（Ｒ５）２、ＮＲ５Ｃ
ＯＡ、ＮＲ５ＳＯ２Ａ、ＳＯ２Ｎ（Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＡ、ＣＯ－Ｈｅｔ１、Ｈｅｔ１

、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］

ｎＮ（Ｒ５）２、Ｏ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１、ＮＨＣＯＯＡ、ＮＨＣＯＮ（Ｒ５）２

、ＮＨＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＮＨＣＯＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ１

、ＮＨＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＮＨＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅ
ｔ１、ＯＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、ＯＣＯＮＨ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅ
ｔ１、ＣＯ－Ｈｅｔ１、ＣＨＯ、ＣＯＡ、＝Ｓ、＝ＮＨ、＝ＮＡおよび／もしくは＝Ｏ（
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カルボニル酸素）によって単置換ないし三置換されていてもよく、
Ｈｅｔ１は、１～２個のＮおよび／またはＯ原子を有する単環式の飽和複素環を示し、そ
れは、Ａ、ＯＡ、ＯＨ、Ｈａｌおよび／または＝Ｏ（カルボニル酸素）によって単置換ま
たは二置換されていてもよく、
Ｈａｌは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩを示し、
ｍは、０、１または２を示し、
ｎは、０、１、２、３または４を示す、
で表される化合物、あるいはそれらの薬学的に使用可能な塩、互変異性体または立体異性
体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７が、各々、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、Ａ、ＯＡ、ＳＯ２Ｎ
（Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＨｅｔ、ＣＯ－Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２

］ｎＨｅｔ、Ｃ（Ｒ５）（ＯＲ５）Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］

ｎＯＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ５）２、［
Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、
［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔまたは［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮＲ
５ＣＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒを示し、
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７が存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７が存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルがまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示す、
請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物、あるいはそれらの薬学的に使用可能な塩、
互変異性体または立体異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項５】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７が、各々、互いに独立して、Ｈ、（ＣＨ２）ｎＯＨ、（ＣＨ２

）ｎＯＡ、（ＣＨ２）ｎＨｅｔ、Ｈａｌ、Ａ、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＡ、ＳＯ２ＮＡ

２、（ＣＨ２）ｎＡｒ、ＣＨ（ＯＨ）Ａｒ、（ＣＨ２）ｎＮＨＣＯ（ＣＨ２）ｎＡｒ、Ｃ
ＯＡｒ、（ＣＨ２）ｎＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｎＡｒ、（ＣＨ２）ｎＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｎＨ
ｅｔ、（ＣＨ２）ｎＣＯＯＨ、（ＣＨ２）ｎＣＯＯＡ、（ＣＨ２）ｎＣＯＮＨ２、（ＣＨ

２）ｎＣＯＮＨＡ、（ＣＨ２）ｎＣＯＮＡ２、ＳＯ２Ｈｅｔ、（ＣＨ２）ｎＮＨ２、（Ｃ
Ｈ２）ｎＮＨＡ、（ＣＨ２）ｎＮＡ２、（ＣＨ２）ｎＯＡｒまたはＣＯＮＨ（ＣＨ２）２

ＯＡを示し、
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７が存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７が存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルがまた、一緒になって
ＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮＨ
－Ｎ＝ＣＨをも示す、
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請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物、あるいはそれらの薬学的に使用可能な塩、
互変異性体または立体異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１１】
　Ｒ１が、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有し、非置換であるか、またはＨａ
ｌ、Ａ、ＯＲ５、ＣＮ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ
５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣ
ＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯ－Ｈｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）２

］ｎＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔ、［Ｃ（Ｒ５）

２］ｎＯＲ５および／もしくは［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ
５）２によって単置換もしくは二置換されていてもよい、単環式または二環式の飽和、不
飽和または芳香族複素環を示し、
Ｙが、互いに独立してＮまたはＣを示し、ここで最大２つのＹが、Ｎを示してもよく、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７が、各々、互いに独立して、Ｈ、Ｈａｌ、Ａ、ＯＡ、ＳＯ２Ｎ（
Ｒ５）２、Ｓ（Ｏ）ｍＨｅｔ、ＣＯ－Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］

ｎＨｅｔ、Ｃ（Ｒ５）（ＯＲ５）Ａｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎ

ＯＡｒ、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮ（Ｒ５）２、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮ（Ｒ５）２、［Ｃ
（Ｒ５）２］ｎＣＯＯＲ５、［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒ、［
Ｃ（Ｒ５）２］ｎＣＯＮＲ５［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＨｅｔまたは［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＮＲ５

ＣＯ［Ｃ（Ｒ５）２］ｎＡｒを示し、
ただし、
ａ）１つのＹがＮを示す場合には、Ｒ７が存在せず；
ｂ）２つのＹがＮを示す場合には、Ｒ４およびＲ７が存在せず；
基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ７から選択された２つの隣接するラジカルが、また、一緒になっ
てＯＣＨ２Ｏ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ、ＮＨＣＯＮＨ、ＯＣＦ２Ｏ、ＣＨ＝Ｎ－ＮＨまたはＮ
Ｈ－Ｎ＝ＣＨをも示し、
Ｒ５が、ＡまたはＨを示し、
Ａが、１～１０個のＣ原子を有する非分枝状または分枝状アルキルを示し、ここで１～５
個のＨ原子が、Ｆによって置き換えられていてもよく、かつ／またはここで、１つのＣＨ

２基が、Ｏによって置き換えられていてもよく、
Ａｒが、非置換であるか、またはＨａｌおよび／もしくはＮＲ５ＣＯＡによって単置換、
二置換もしくは三置換されているフェニルを示し、
Ｈｅｔが、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有し、非置換であるか、またはＡ、
ＣＯＯＲ５および／もしくは＝Ｏ（カルボニル酸素）によって単置換ないし三置換されて
いてもよい、単環式または二環式の飽和、不飽和または芳香族複素環を示し、
ＨａｌがＦ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩを示し、
ｍが０、１または２を示し、
ｎが０、１、２、３または４を示す、
請求項１～０のいずれか一項に記載の化合物、あるいはそれらの薬学的に使用可能な塩、
互変異性体または立体異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
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